
講習会の流れ

『SS3』の概要を説明します。 15分程度

必ず確認していただきたい入力項目を説明します。 1時間程度

よくある指摘事項について説明します。 1時間程度

よくあるお問い合わせについて説明します。 45分程度
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必ず確認していただきたい入力項目

① 1.基本事項－18.層間変形角の制限値 1/n

② 1 基本事項－19 計算ルート

―――――――― P.16

――――――――――――――― P 17② 1.基本事項 19.計算ル ト

③ 2.計算条件－2.1剛性計算条件－床によるIの計算条件

④ 2.計算条件－2.2荷重計算条件－6.建物外周部の床の考慮

P.17

―――― P.18

―― P.21

⑤ 2.計算条件－2.4断面算定条件－1.共通事項

－4.材料強度に対する基準強度の割り増し率

⑥ 2 計算条件 2 4断面算定条件 4 S部材 S部材1 S部材3

―― P.23

P 24⑥ 2.計算条件－2.4断面算定条件－4.S部材－S部材1～S部材3

⑦ 4.使用材料－4.1標準使用材料－標準使用材料2

⑧ 5 荷重－5 1仕上

― P.24

―――――― P.28

――――――――――――――――――― P 29⑧ 5.荷重 5.1仕上

⑨ 5.荷重－5.3積雪荷重

⑩ 5.荷重－5.4風荷重

P.29

――――――――――――――――― P.31

―――――――――――――――――― P.32

⑪ 5.荷重－5.5地震力計算用データ ―――――――――――― P.34
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5.荷重－5.4風荷重

マウス入力で屋根面風
力係数の指定が必要で
す。
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11.2剛床仮定の解除

弾塑性解析において全節点を剛床仮定解除
きませんできません。

たとえば、5の節点を剛床仮定
の解除を行わないでください。
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11.2剛床仮定の解除

直交部材が影響します。

直交方向の梁に引張り力もしくは、
圧縮力が生じ、P＝Qとなりません。
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よくある指摘事項の一覧

① 構造モデルの階高が適正に設定されていない

② 基礎梁の断面算定

③ 基礎梁や大梁の主筋重心位置

―――― P.55

――――――――――――――― P.56

P 58③ 基礎梁や大梁の主筋重心位置

④ 架構の不静定次数が低い建築物

⑤ 2軸曲げが作用する柱の断面検定

―――――――――― P.58

――――――――― P.60

――――――――― P.62

⑥ 梁端仕口部の保有耐力接合

⑦ 横補剛材の検討

⑧ 鉄骨ブレースの有効断面積

――――――――――― P.63

―――――――――――――――― P.64

P 65⑧ 鉄骨ブレースの有効断面積

⑨ 鉄骨梁においてブレースの付加軸力の考慮

⑩ 根巻き柱脚の剛域考慮

―――――――――――― P.65

――――― P.66

―――――――――――――― P.67

⑪ ベースプレートのfbs値

⑫ アンカーボルトのせん断力

⑬ 片持ち梁の鉛直震度

―――――――――――――― P.68

――――――――――――― P.69

――――――――――――――― P.70⑬ 片持ち梁の鉛直震度

⑭ 未崩壊部材の余裕度による判定

⑮ 保有耐力算定時の偏心モーメントの考慮

⑯ 基礎梁に多数のヒンジ

P.70

―――――――――― P.71

――――――― P.73

P 74
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⑯ 基礎梁に多数のヒンジ ―――――――――――――― P.74



よくある指摘-①

 構造モデルの階高が適正に設定されていない。（特に1階につ
いて、梁成や梁天端が異なる場合）いて、梁成や梁天端が異なる場合）
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よくある指摘-⑥

梁端仕口部の保有耐力接合の検討が行われていな
い

↓

継手の検討を行うことで、仕口部の保有耐力接合結
果を出力します(S梁の断面算定結果では存在応力
に対しての検討を行っています)。
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よくある指摘-⑪

ベースプレートのfbs値がF値を超えている。

↓↓

現プログラムでは、 fbs=1.5ｘ325/1.3＝375N/mm2
で検討しています。

【質疑】 露出型柱脚の設計例で ベ スプレ トの板厚の検討の計算例において【質疑】 露出型柱脚の設計例で、ベースプレートの板厚の検討の計算例において、
ベースプレートの短期許容曲げ応力度ｆb1の計算が、fb1=1.5ｘ325/1.3＝375N/mm2と
なっています。これは鋼構造規準における面外方向に曲げを受ける場合の長期許容
曲げ応力度fb=F/1 3に準拠していると思われますが 短期の検討にあたってこれを1 5曲げ応力度fb=F/1.3に準拠していると思われますが、短期の検討にあたってこれを1.5
倍すると、法令に規定する短期の許容応力度（＝Ｆ）を超えてしまいます。法的に問題
ないのでしょうか？
↓↓
【回答】 他の部分も含め、原則として、学会規準等に基づき設計する場合でも、法令
の規定については別途満足する必要があります。ご指摘の部分に関しては、正誤表
等により設計例を修正する予定です。
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等により設計例を修正する予定です。



よくある指摘-⑭

 Dｓ算定時において、ヒンジ状態が確認されていない
部位があるにもかかわらず未崩壊部材の余裕度に部位があるにもかかわらず未崩壊部材の余裕度に
よる破壊モード判定を行っていない。

↓↓

プログラムでは、[14.2.保有水平耐力-1.計算条件-7.
部材種別の判定-未崩壊部材の余裕度による破壊
モード判定]で指定します。
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よくある問い合わせ～鉄骨ブレース

引張りのみ有効ブレースの取り扱いについて。

圧縮、引張り共に有効なブレースとして
解析します。

圧縮負担したブレースを取り除き、
再度解析します。
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よくある問い合わせ～S梁Mu算定時の横座屈の考慮

横補剛を満足しない部材の中で、最初
にヒンジとなったステップを保有耐力計にヒンジとなったステップを保有耐力計
算時の最大ステップとして指定し、保有
耐力を確認してください。
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